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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成27年12月3日(2015.12.3)

【公表番号】特表2014-524411(P2014-524411A)
【公表日】平成26年9月22日(2014.9.22)
【年通号数】公開・登録公報2014-051
【出願番号】特願2014-523151(P2014-523151)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 213/40     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   3/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   3/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/4409   (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ  213/40     ＣＳＰ　
   Ａ６１Ｐ    3/10     　　　　
   Ａ６１Ｐ    3/04     　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/4409   　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成27年7月31日(2015.7.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式Ｉ：

【化１】

（式中の、ＸはＮ又はＣＨであり；
　Ｒ１は、低級直鎖若しくは分岐鎖アルキル、シクロアルキル、低級直鎖若しくは分岐鎖
アルケニル、シクロアルケニル又はアリールであり；
　それぞれのＲ２、Ｒ３、Ｒ４及びＲ５は、Ｈ又は１つ若しくはそれ以上の独立して選ば
れる置換基であり；
　Ｒ６は、Ｈ、低級直鎖若しくは分岐鎖アルキル、又はシクロアルキルであり；
　それぞれのＲ７及びＲ８は、独立して、Ｈ、低級アルキル又はフッ化物から選ばれるが
、当該化合物は以下の化合物
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【化２】

【化３】

【化４】

【化５】

　以外である）：
の化合物又はその薬学的に許容される塩若しくは溶媒和物。
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【請求項２】
　Ｒ１が、Ｃ１～６直鎖若しくはＣ３～６分岐鎖アルキル、Ｃ３～６シクロアルキル、又
は置換されていてもよいフェニルである、請求項１に記載の化合物。
【請求項３】
　Ｒ６が、Ｈ、Ｃ１～６直鎖アルキル、Ｃ３～６分岐鎖アルキル、又はＣ３～６シクロア
ルキルである、請求項１又は２に記載の化合物。
【請求項４】
　Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４及びＲ５が、Ｈ又は１つの独立して選ばれる置換基である、請求項１
～３の何れか一項に記載の化合物。
【請求項５】
　それぞれのＲ７及びＲ８が、Ｈ又はＣ１～３アルキルから独立して選ばれる、請求項１
～４の何れか一項に記載の化合物。
【請求項６】
　Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ７及びＲ８が、それぞれＨである、請求項１～５の何れか
一項に記載の化合物。
【請求項７】
　当該化合物が、ＸがＣＨであり、Ｒ１がＣ１～３直鎖アルキル、Ｃ３分岐鎖アルキル又
は置換されていてもよいフェニルであり、そしてＲ６がＨ、Ｃ１～３直鎖アルキル、Ｃ３
分岐鎖アルキル又はＣ３シクロアルキルである化合物である、請求項１～６の何れか一項
に記載の化合物。
【請求項８】
　当該化合物が、ＸがＮであり、Ｒ１がＣ１～３直鎖アルキル、Ｃ３分岐鎖アルキル又は
置換されていてもよいフェニルであり、そしてＲ６がＨ、Ｃ１～３直鎖アルキル、Ｃ３分
岐鎖アルキル、又はＣ３シクロアルキルである化合物である、請求項１～６の何れか一項
に記載の化合物。
【請求項９】
　当該化合物が、式ＩＩ：
【化６】

（式中の、ＸはＮであり、Ｒ１はＣ１～３直鎖アルキル、Ｃ３分岐鎖アルキル又は置換さ
れていてもよいフェニルであり、そしてＲ６はＨ、Ｃ１～３直鎖アルキル、Ｃ３分岐鎖ア
ルキル又はＣ３シクロアルキルである）：
の化合物である、請求項１～６の何れか一項に記載の化合物。
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【請求項１０】
　当該化合物が、式ＩＩ：
【化７】

（式中の、ＸはＣＨであり、Ｒ１はＣ１～３直鎖アルキル、Ｃ３分岐鎖アルキル又は置換
されていてもよいフェニルであり、そしてＲ６はＨ、Ｃ１～３直鎖アルキル、Ｃ３分岐鎖
アルキル又はＣ３シクロアルキルである）：
の化合物である、請求項１～６の何れか一項に記載の化合物。
【請求項１１】
　請求項１～１０の何れか一項に記載の化合物、又はその薬学的に許容される塩若しくは
溶媒和物、及び許容される賦形剤を含有してなる、医薬組成物。
【請求項１２】
　式Ｉ：

【化８】

（式中の、ＸはＮ又はＣＨであり；
　Ｒ１は、低級直鎖若しくは分岐鎖アルキル、シクロアルキル、低級直鎖若しくは分岐鎖
アルケニル、シクロアルケニル又はアリールであり；
　それぞれのＲ２、Ｒ３、Ｒ４及びＲ５は、Ｈ又は１つ若しくはそれ以上の独立して選ば
れる置換基であり；
　Ｒ６は、Ｈ、低級直鎖若しくは分岐鎖アルキル、又はシクロアルキルであり；
　それぞれのＲ７及びＲ８は、独立して、Ｈ、低級アルキル又はフッ素から選ばれる）：
の化合物又はその薬学的に許容される塩若しくは溶媒和物を含んでなる、糖尿病を予防又
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は治療するための医薬組成物。
【請求項１３】
　式Ｉ：
【化９】

（式中の、ＸはＮ又はＣＨであり；
　Ｒ１は、低級直鎖若しくは分岐鎖アルキル、シクロアルキル、低級直鎖若しくは分岐鎖
アルケニル、シクロアルケニル又はアリールであり；
　それぞれのＲ２、Ｒ３、Ｒ４及びＲ５は、Ｈ又は１つ若しくはそれ以上の独立して選ば
れる置換基であり；
　Ｒ６は、Ｈ、低級直鎖若しくは分岐鎖アルキル、又はシクロアルキルであり；
　それぞれのＲ７及びＲ８は、独立して、Ｈ、低級アルキル又はフッ素から選ばれる）：
の化合物又はその薬学的に許容される塩若しくは溶媒和物を含んでなる、メタボリックシ
ンドロームを予防又は治療するための医薬組成物。
【請求項１４】
　式Ｉ：

【化１０】

（式中の、ＸはＮ又はＣＨであり；
　Ｒ１は、低級直鎖若しくは分岐鎖アルキル、シクロアルキル、低級直鎖若しくは分岐鎖
アルケニル、シクロアルケニル又はアリールであり；
　それぞれのＲ２、Ｒ３、Ｒ４及びＲ５は、Ｈ又は１つ若しくはそれ以上の独立して選ば
れる置換基であり；
　Ｒ６は、Ｈ、低級直鎖若しくは分岐鎖アルキル、又はシクロアルキルであり；
　それぞれのＲ７及びＲ８は、独立して、Ｈ、低級アルキル又はフッ素から選ばれる）：
の化合物又はその薬学的に許容される塩若しくは溶媒和物を含んでなる、インスリン分泌
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低下に関連している疾患を治療又は予防するための医薬組成物。
【請求項１５】
　式Ｉ：
【化１１】

（式中の、ＸはＮ又はＣＨであり；
　Ｒ１は、低級直鎖若しくは分岐鎖アルキル、シクロアルキル、低級直鎖若しくは分岐鎖
アルケニル、シクロアルケニル又はアリールであり；
　それぞれのＲ２、Ｒ３、Ｒ４及びＲ５は、Ｈ又は１つ若しくはそれ以上の独立して選ば
れる置換基であり；
　Ｒ６は、Ｈ、低級直鎖若しくは分岐鎖アルキル、又はシクロアルキルであり；
　それぞれのＲ７及びＲ８は、独立して、Ｈ、低級アルキル又はフッ素から選ばれる）：
の化合物又はその薬学的に許容される塩若しくは溶媒和物を含んでなる、ＡＢＨＤ６を阻
害するための医薬組成物。
【請求項１６】
　Ｒ１が、Ｃ１～６直鎖若しくはＣ３～６分岐鎖アルキル、Ｃ３～６シクロアルキル、又
は置換されていてもよいフェニルである、請求項１２～１５の何れか一項に記載の医薬組
成物。
【請求項１７】
　Ｒ６が、Ｈ、Ｃ１～６直鎖アルキル、Ｃ３～６分岐鎖アルキル、又はＣ３～６シクロア
ルキルである、請求項１２～１６の何れか一項に記載の医薬組成物。
【請求項１８】
　Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４及びＲ５が、Ｈ又は１つの独立して選ばれる置換基である、請求項１
２～１７の何れか一項に記載の医薬組成物。
【請求項１９】
　それぞれのＲ７及びＲ８が、Ｈ又はＣ１～３アルキルから独立して選ばれる、請求項１
２～１８の何れか一項に記載の医薬組成物。
【請求項２０】
　ＸがＣＨであり、Ｒ１がＣ１～３直鎖アルキル、Ｃ３分岐鎖アルキル又は置換されてい
てもよいフェニルであり、そしてＲ６がＨ、Ｃ１～３直鎖アルキル、Ｃ３分岐鎖アルキル
又はＣ３シクロアルキルである化合物である、請求項１２～１５の何れか一項に記載の医
薬組成物。
【請求項２１】
　ＸがＮであり、Ｒ１がＣ１～３直鎖アルキル、Ｃ３分岐鎖アルキル又は置換されていて
もよいフェニルであり、そしてＲ６がＨ、Ｃ１～３直鎖アルキル、Ｃ３分岐鎖アルキル、
又はＣ３シクロアルキルである化合物である、請求項１２～１５の何れか一項に記載の医
薬組成物。
【請求項２２】
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　Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ７及びＲ８が、それぞれＨである、請求項１２～２１の何
れか一項に記載の医薬組成物。
【請求項２３】
　化合物が、
【表１－１】
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【表１－２】

である、請求項１２～１５の何れか一項に記載の医薬組成物。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４４】
実施例２
　４’－カルバモイルビフェニル－４－イル Ｎ－フェニル－Ｎ－（３－（ピリジン－４
－イル）ベンジル）カルバメート・トリフルオロ酢酸塩（化合物３）
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